
日本性科学会「セックス・カウンセラー」，「セックス・セラピスト」

資　格　認　定　規　定

第 ₁ 条	 「セックス・カウンセラー」は，クライアントの性に関する不安や悩みに対し，カ

ウンセリング技法や各種相談過程を通して，間接的に性機能障害に関わり，結果

的にこの障害を解消することもある。しかし，これが主目的ではなく，広く性相談

にかかわるものである。

これに対し，「セックス・セラピスト」は，より限定された専門的職能により，性

機能障害の直接的な治療を行うものである。

第 ₂ 条	 本学会「セックス・カウンセラー」及び「セックス・セラピスト」の資格認定は，

本規定に基づいて行う。

第 ₃ 条	 資格審査は「セックス・カウンセラー」及び「セックス・セラピスト」としての必

要な基礎的知識，技能，研究能力等について行う。試験方法は，書類審査，ケー

スレポート審査，面接試験により行う。

第 ₄ 条	 「セックス・カウンセラー」の資格認定を申請する者は，次の事項のすべてに該当

しなければならない。

 1．本学会の会員であり，かつ会員歴が引き続き3年以上の者。

 2．本学会が主催する「日本性科学会学術集会」に3回以上出席した者。

 3．本学会が主催する「研修会」に3回以上出席した者。

 4．関連学会で研究発表を1回以上行った者。

 5．性科学に関する研究論文を1編以上公表している者。ただし，共著論文の場

合は申請者が筆頭者か，第2著者，第3著者に限る。

第 ₅ 条	 「セックス・セラピスト」の資格認定を申請する者は，次の事項のすべてに該当し

なければならない。

₁．本学会の会員であり，医師，臨床心理士，保健師，助産師，看護師，その他

医療職としての資格を有する者，あるいは，これらと同程度の技能を有すると思

われる者で，かつ会員歴が引き続き5年以上の者。

₂．本学会が主催する「日本性科学会学術集会」に5回以上出席した者。

₃．本学会が主催する「研修会」に3回以上出席した者。

₄．関連学会で研究発表を3回以上行った者。

₅．性科学に関する研究論文を2編以上公表している者。ただし，共著論文の場

合は申請者が筆頭者か，第2著者，第3著者に限る。

第 ₆ 条	 理事会は，本学会員の中から「スーパーバイザー」を任命して，資格試験の審査に

あたらせ，「セックス・カウンセラー」と「セックス・セラピスト」の教育・指導を



行わせる。

第 ₇ 条 資格認定を申請する者は，所定の申請書，証明書等にケースレポート（2,000字前

後のケース2例をワープロ印字にて）及び審査料を添えて，資格認定委員会宛に

申請する。ケースレポートの内容は，申請書類の研究業績に記載される論文等と

は重複しないものとする。

第 ₈ 条 資格認定の審査は，原則として年1回とし，毎年8月1日から8月31日の間に申

請を受け付ける。

第 ₉ 条	 資格審査料は「セックス・カウンセラー」3万円，「セックス・セラピスト」5万円，

登録料は2万円とする。

第 10 条 認定を受けた者は，本学会名簿の，「セックス・カウンセラー」及び「セックス・

セラピスト」として登録される。登録された者には登録証を交付する。登録証の

有効期限は5年とし，別に定める所定の手続きを経て更新することができる。

第 11 条 認定された後，ふさわしくないカウンセリングやセラピーが行われた場合には，

認定制度委員会の審議を経て，理事会において資格を取り消すことがある。本学

会を退会した場合には，資格は消失する。

第 12 条 本規定の運営は認定制度委員会が担当する。委員は理事会の議を経て理事長が委

嘱する。

　付則 1． 本規定は平成9年5月1日から施行する。

2．本規定の改正は理事会において審議決定する。

3．過渡的措置に関しては別に定める。

4．本規定中の“本学会”とは，日本セックスカウンセラー・セラピスト協会を含む。




